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「万歳ばんざい！」と、いう声こえが、どこか遠とおくの方ほうから、きこえてきました。

「兄にいちゃん、停車場ていしゃばだね、また、兵隊へいたいさんが出征しゅっせいするんだよ。」と、良二りょうじが、いいました。

「いってみようか、良りょうちゃん。」

　兄あにの太郎たろうは目めをかがやかして、青々あおあおとした、秋あきの空そらを見みやりました。

「ばんざい、ばんざあい。」と、いう声こえが、また、きこえました。

「兄にいちゃん、いこう。」

　二人ふたりは、往来おうらいを駅えきの方ほうに向むかって、駈かけ出だしたのです。電線でんせんの上うえに、白しろい月つきが、ぽかりと浮うかんでいました。これを見みつけた、良二りょうじが、

「なあんだ、いま時分じぶん、お月つきさまが出でているよ。」と、走はしりりながら、笑わらいました。

「ああ、苦くるしい。良りょうちゃん、ちっと休やすもうよ。」と、太郎たろうが、いいました。

「兄にいちゃん、僕ぼくより、弱虫よわむしだなあ。」

「だって、僕ぼく、こんなげたをはいているんだもの。」

　太郎たろうは、げたで、良二りょうじは、運動うんどうぐつをはいていました。やっと停車場ていしゃばへ着つくと、もう出征しゅっせいの兵士へいしは立たってしまった後あととみえて、あたりは、しんとしていました。たすきをかけた、国防婦人こくぼうふじんの人ひとたちの姿すがたも見みえませんでした。事変じへんがはじまってから、毎日まいにちのように、この駅えきから出征兵士しゅっせいへいしが立たったので、駅えきの入いり口ぐちには、白しろい布ぬのへ、「祝しゅく壮途そうと」と、大おおきな字じで書かいた額がくがかかっていました。

「良りょうちゃん、もう、立たってしまったんだね。」

「せっかくきたんだから、汽車きしゃを見みていこうよ。」

　二人ふたりは、線路せんろのそばのさくにもたれて、シグナルや、石炭せきたんの山やまや、トロッコのある、構内こうないの景色けしきをながめていました。

「天てんに代かわりて不義ふぎを討うつ、忠勇無双ちゅうゆうむそうの我わが兵へいは……。」と、日ひの丸まるの旗はたを持もった、子供こどもがうたっていました。きっと、さっき立たった兵士へいしを見送みおくった子供こどもたちでありましょう。

　ボーウと、高たかく汽笛きてきの音おとがしました。

「貨物かもつだ。長ながい貨物かもつだなあ。」

　良二りょうじは、伸のびあがって、ながめていました。いくつかの箱はこに、日ひの丸まるの旗はたが立たっています。

「あっ、馬うまが出征しゅっせいするんだ。」

　どの箱はこの中なかにも、馬うまが入はいって、兵隊へいたいさんがついていました。

「万歳ばんざい！」と、良二りょうじが、叫さけびました。

　汽車きしゃは、駅えきには停車ていしゃせずに、そのまま過すぎてしまいました。

　秋風あきかぜが吹ふいています。かなたの森もりが、黄色きいろくなってきました。白しろい雲くもが、空そらを飛とんでゆきます。

「お父とうさんは、どうしていらっしゃるだろうか。」

　兄弟きょうだいは、戦争せんそうにいっている、父親ちちおやのことを思おもい出だしました。

「良りょうちゃん、お宮みやへいってみない。銀杏ぎんなんの実みが落おちているかもしれないぜ。」

「神かみさまに、お父とうさんのことを拝おがんでこよう。」

　兄弟きょうだいは、きたときとちがった道みちを歩あるいていくと、坂さかのところでおじいさんが、重おもい荷物にもつをつけた車くるまを引ひきあぐんでいました。

「てつだってやろうか。」と、太郎たろうが、先さきに車くるまのうしろへ駆かけつけると良二りょうじも、つづいて、車くるまにつかまりました。そして、二人ふたりは、うん、うん、うなって押おし上あげてやりました。

　坂さかを上のぼりきると、おじいさんは、額ひたいの汗あせをふいて、喜よろこびました。

「ありがとうございました。」と、いって、幾いくたびもはげた頭あたまを下さげました。二人ふたりは、ただ笑わらって、それに答こたえたのでした。それから、話はなしながら、あちらの森もりの方ほうへ、歩あるいていきました。

「お兄にいちゃん、まだお月つさきまが出でているよ。」

「こんな昼間ひるまなんか出でて、おかしいな。」

「お父とうさまも、この月つきをごらんかしらん。」

「支那しなの塹壕ざんごうの中なかで、お友ともだちと見みていらっしゃるかもしれないよ。」

　兄弟きょうだいは、こういって顔かおを見合みあわせて笑わらいました。
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